
平成30年3月31日現在

金融仲介機能の発揮に向けた取り組み状況について
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平成30年3月31日現在

【金融仲介機能のベンチマークとは】

【中小企業の経営支援に関する取組み方針】

当金庫は創立以来「地域のみなさまの繁栄と豊かな暮らしづくりのお手伝い」を経営理念とし、地域と共に歩んでまいりました。

お客様の抱えている課題、問題点に対して、その解決に向けて真摯に取組み、地域社会の発展に全力で取組んでまいります。

　平成28年9月、金融庁は金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる多様な指標として「金融仲介機能の

指標として「独自ベンチマーク」3項目を選定し、定期的に公表しております。

ベンチマーク」を策定・公表しました。具体的項目については、全ての金融機関が金融仲介の取組みの進捗状況や課題等を客観

的に評価するために活用可能な「共通ベンチマーク」と、各金融機関が自身の事業戦略やビジネスモデル等を踏まえて選択できる

「選択ベンチマーク」、そして金融機関独自の指標設定をする「独自ベンチマーク」があります。

当金庫は、

「共通ベンチマーク」4項目及び「選択ベンチマーク」の中から当金庫が取組む活動に合致する7項目、加えて当金庫オリジナルの
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平成30年3月31日現在

　　　　【中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況】

　　・個別企業に対する専門家派遣
　　・経営相談会の開催
　　・研修会の開催
　　・異業種交流会の開催
　　・ビジネスマッチへの参加
　　・よろず相談会の開催

支援

・中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業
・青森県中小企業診断士協会
・青森県信用保証協会
・青森県中小企業再生支援協議会
・地方公共団体
・大学等

連携

お客様

青い森信用金庫

・中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（支援機関）

・認定経営革新等支援機関

営 業 店

経営サポート部、地域支援室、融資部、営業戦略部

主な支援内容
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　グや技術開発等を支援。

・外部専門家派遣により個別企業の様々な課題解決を支援。

・ビジネスマッチングへの出展や自治体と連携した展示会出展等による

　販路開拓支援。

・青森県中小企業診断士協会および青森県信用保証協会等も同席しての「経営相

➢　成長段階における更なる飛躍が見込まれる顧客企業への支援
　談会」を毎月開催。

事業拡大のための資金需要に対応しているほか、研修事業・専門家派
・青森県中小企業再生支援協議会等外部機関を活用し経営改善計画書や事業再

遣を通じた情報提供や販路開拓支援等を実施しております。
　生計画書の策定を支援。

・青森県信用金庫協会主体の研修事業をとおして異業種間のマッチン

平成30年3月31日現在

・外部専門家派遣による新商品開発等を支援。 な資金需要にも対応しております。

・青森県信用金庫協会が主体となり実施している研修事業をとおして新 ・企業再生支援先を選定し、経営サポート部と営業店が連携して経営改善を支援。

　商品、新産業の創出を支援。

品、新産業の創出により創業・新規事業開拓を支援しております。 路開拓等を支援しております。また、貸付条件の変更や、経営改善に向けた新た

【中小企業支援に関する取組み状況】

➢　創業・新規事業開拓を目指す顧客企業への支援 ➢　経営改善や事業再生等が必要な顧客企業への支援

事業立ち上げ時の資金需要に積極的に対応しております。また、新商 お客さまの経営改善計画策定の支援を行なっているほか、計画達成のために販
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28/3期

共通ベンチマーク 平成29年度計数（平成30年3月末基準）

（１）取引先企業の経営改善や成長力の強化

1

金融機関がメインバンク（融資残高１位）として取引を行っ
ている企業のうち、経営指標（売上・営業利益率・労働生
産性等）の改善や就業者数の増加が見られた先数及び、
同先に対する融資額の推移

30/3期 29/3期 28/3期

メイン先

（２）取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上

1,019社 1,002社

メイン先の融資残高 501億円 493億円

経営指標等が改善した先 606社 555社

経営指標等が改善した先に係る3年間の事業年度末の
322億円 311億円 299億円

融資残高の推移

28/3期

条件変更先 495社 418社

好調先

不調先 49社 69社

2

金融機関が貸付条件の変更を行っている中小企業の経
営改善計画の進捗状況

【好調先】売上または当期純利益が計画比120％超
【順調先】売上または当期純利益が計画比80％～120％
【不調先】売上または当期純利益が計画比80％未満

30/3期 29/3期

8社 10社

順調先 21社 10社

改善計画未策定先 417社 329社

3 金融機関が関与した創業、第二創業の件数

30/3期 29/3期

金融機関が関与した創業件数 51件 47件

金融機関が関与した第二創業件数 4件 1件

低迷期 再生期

91社

976億円 42億円 62億円 805億円 21億円 44億円

2,209社

2,278社 168社 136社 1,776社 107社

16億円 54億円

ライフステージ別
の与信先

ライフステージ別
の事業年度末の

融資残高

30/3期

29/3期 912億円 26億円

142社 70社 1,825社 57社 115社

30/3期

29/3期
4

ライフステージ別の与信先数（先数単体ベース）、
及び融資額

　　　　　※　注　1

27億円 788億円

全与信先 創業期 成長期 安定期
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4,681 ― 4,591 ―

30/3期

（２）本業（企業価値の向上）支援・企業のライフステージに応じたソリューションの提供

29/3期

販路開拓支援を行った先数2

選択ベンチマーク

（１）地域へのコミットメント・地域企業とのリレーション

地元

30/3期 29/3期

平成29年度計数（平成30年3月末基準）

1 全取引先数

地域別の取引先数

地域別の企業数

全取引先数と地域の取引先数の推移、及び、地域の企
業数との比較
（当金庫は全取引先が地元企業とのお取引になりま
す。）

28/3期

29年3月末事業所数　59,069
　　（経済センサス-青森県の事業所数-平成28年6月1日現在）

―4,646

4,681 ― 4,591

地元 地元外

4,646 ――

地元外 地元 地元外

4

3

事業再生支援先におけるDES・DDS・債権放棄を行った先
数

　　　※　注　2

②短期資金額（割手・手貸・当貸）合計

②/①

運転資金に占める短期融資の割合

（３）迅速なサービスの提供等顧客ニーズに基づいたサービスの提供

①運転資金額合計

30/3期 29/3期

事業再生支援先におけるDES・DDS・債権放棄を行った実
施金額

販路開拓支援を行った先数（地元）

販路開拓支援を行った先数（地元外）

販路開拓支援を行った先数（海外） 0先

3先

12先

事業再生支援先におけるDES・DDS・債権放棄を行った
先数、及び、実施金額（債権放棄額にはサービサー等へ
の債権譲渡における損失額を含む、以下同じ）

6先

0先

0先

43.90% 41.80%

30/3期 29/3期

16先 16先

5億円 8億円

850億円 796億円

373億円 332億円
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0先

6先

29/3期

19回

29/3期

取引先の本業支援に関連する研修等の実施回数

取引先の本業支援に関連する研修等への参加者数

取引先の本業支援に関連する資格取得者数

REVIC、中小企業再生支援協議会の利用先数

　　※　注　3

中小企業再生支援協議会の利用者数

6 外部専門家を活用して本業支援を行った取引先数

選択ベンチマーク

（６）他の金融機関及び中小企業支援施策との連携

7

（５）外部専門家の活用

29/3期

33先

平成29年度計数（平成30年3月末基準）

（４）人材育成

取引先の本業支援に関連する研修等の実施数、研修等
への参加者数、資格取得者数

5
369名

0名

外部専門家を活用して本業支援を行った取引先数

REVICの利用者数

30/3期

11回

267名

0名

3先

30/3期

31先

30/3期

0先
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3

会員数

行催事 18回

独自ベンチマーク

行催事 275回

会員数 6,428名
1

外郭団体との連携強化

2

2回

49,613名

行催事

信友会：営業店の取引先で構成され信用金庫(職員)との親交・親睦を図るための組織の会員数・行
催事数

※信友会旅行・ゴルフ大会・納涼会・各種講演会等を行っています。

年金友の会：当金庫へ年金受給口座を開設している方との親睦を図る組織の会員数・行催事数

※年金友の会湯治旅行・ゲートボール大会を行っています。

取引先の知識向上や情報交換を目指した行催事数

※文化講演会・パークゴルフ・グランドゴルフ等を行っています。
15回

29/3期30/3期

29/3期

29/3期

30/3期

49,687名

7回

30/3期

4,386名

262回
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➢注　1 （共通ベンチマーク　4）

　・創業期 　…　創業・第二創業から5年まで　

　・成長期 　…　直近2期の売上高が過去5年平均の120％超

　・安定期 　…　直近2期の売上高が過去5年平均の120～80％

　・低迷期 　…　直近2期の売上高が過去5年平均の80％未満

　・再生期 　…　条件変更または延滞となっている期間

➢注　2 （選択ベンチマーク　3）

　・DES 　…　過剰債務を解消するため、借入金の一部を株式に切り換える手法です。

　・DDS 　…　既存の借入金を、返済順位の低い劣後ローンとして借り換える手法です。

➢注　3 （選択ベンチマーク　7）

　・REVIC 　…　株式会社地域経済活性化支援機構のことです。地域経済の再建を図るため、有用な経済資源を有しながら

　　　 過大な債務を負っている事業者の事業再生を支援することを目的に設立されました。現在は再チャレンジ支

　　　 援業務、ファンド出資業務等が追加され地域経済の活性化に資する支援の取組みを進めております。

〈用語の説明〉
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